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hd(y)= lim ilogd(wn(y))Tl一∞n (1)
これはZ/-a.e.で定数である｡また､確率測度として配位空間の平衡状態を与えるGibbs測度をとれば､こ
の不等式の等号が成立する.AZ上のGibbs測度とは､AZ上の連続関数U(I)を決めた時にP,Cl,C｡>0
として
Cl≦ FL(lxo･-Cmll])
exp(一mp-∑r=-olU-(J,-3))≦Cl_
となるものである[1】｡ここで(0.I),･-2,A+1はシフト写像であり､Gibbs測度はポテンシャル関数Uによる
歪みのもとで一棟な単語の出現確率を表している｡
本稿の設定のもとでエントロピーが非増加になることは自明だが､この不等式はエントロピーの減少率
を力学系の局所的な構造から説明していると解釈できる｡ア トラクタの構造との関係は簡単な場合にしか
わかっていない｡また､空間的な位相エントロピーの減少率がアトラクタではないシフト不変集合の位相
エントロピーで決まってくることが予想されている｡
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